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グルコースオキシダーゼ（glucose oxidase, GOx）は、β-D-グルコースを酸素存在下で
酸化し、グルコン酸系生成物と過酸化水素を生じる酸化還元酵素です。この反応は、飲
水および消化管内での局所的な酸性化、酸素消費、穏やかな酸化環境の形成を通じて、
畜産・家禽の腸内環境、微生物バランス、特定のマイコトキシンリスク管理を支援する
機序として理解できます。

Enzymes.bio の Glucose Oxidase Mycotoxin Detoxifier For Drinking Water は、豚、牛・乳
牛、羊、山羊、ブロイラー、採卵鶏、アヒルなどの商業生産で、飲水経由の酵素サポートとしてオ
ンライン購入できるB2B向け製品です。ただし、GOx はすべてのカビ毒を一律に分解する万能解毒
剤ではなく、既存の飼料保管、水質管理、衛生管理と組み合わせて、酸化還元環境と腸内微生物環
境を補助的に整える素材として位置づけるのが科学的に妥当です[1]。

製品の位置づけ：飲水で使うGOxベースのマイコトキシンリスク低減剤

Glucose Oxidase Mycotoxin Detoxifier For Drinking Water は、畜産・家禽生産の飲水システム
を通じて使用されるグルコースオキシダーゼ製品です。Enzymes.bio は本製品を製造業者や研究機
関としてではなく、B2B向け酵素サプライヤーとして供給しており、製品は1kg単位でオンライン直
接販売されています。注文時には、CoAおよびSDSが併せて提供される形で案内されています。

この製品名に含まれる “Mycotoxin Detoxifier” は、カビ毒を薬剤のように直接中和するという意味
ではなく、GOx の酵素反応によって生じる環境変化を利用し、カビ毒ストレス、腸内微生物の乱
れ、飲水ラインの微生物負荷を総合的に管理する考え方に基づきます。マイコトキシンの生物学的
解毒では、毒素の化学構造ごとに有効な酵素や微生物経路が異なり、酸化、加水分解、脱アミノ
化、エステル結合切断、抱合など複数の反応が知られています[1]。

GOx の強みは、反応が明確で、飲水や腸管内のような水系環境で説明しやすいことです。GOx はグ
ルコースと酸素を基質とし、グルコノラクトンを経てグルコン酸を生成し、同時に過酸化水素を生
じます。このため、単なる吸着剤ではなく、pH、酸素濃度、酸化還元状態という微生物生態に関わ
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る条件を同時に変える酵素として扱えます[2]。

一方で、製品を評価する際には、GOx の機能と「マイコトキシン解毒」全般を混同しないことが重
要です。フモニシン、オクラトキシンA、ゼアラレノン、デオキシニバレノールなどでは、それぞれ
異なる酵素変換機構が研究されており、GOx の酸化反応だけで全毒素を同じように処理できるとは
限りません[3]。

GOxの基本反応：グルコース、酸素、グルコン酸、過酸化水素

GOx の反応は、飲水用酵素としての機能を理解するうえで中心になります。GOx はフラビン補酵素
を利用する酸化還元酵素として、β-D-グルコースから電子を受け取り、酸素を還元して過酸化水素
を生成します。グルコース側はグルコノ-δ-ラクトンを経てグルコン酸へ移行するため、反応場では
酸性化と酸化性成分の発生が同時に起こります[4]。

Figure 1. 글루코스 산화효소는 수상에서 용존 산소와 함께 포도당의 산화를

촉매하여 글루콘산과 과산화수소를 생성합니다.

この二重の変化は、畜産現場の飲水および消化管環境において実務的な意味を持ちます。グルコン
酸の生成は局所pHを低下させ、有害菌が増殖しやすい条件を変える可能性があります。また、酸素
消費は腸管内の嫌気的な環境形成に寄与し、腸内細菌叢の安定化を支援する方向に働きます。さら
に、過酸化水素は微生物細胞の膜、タンパク質、酵素系に酸化ストレスを与えるため、微生物負荷
の制御に関与し得ます。

この反応は、外部から酸や酸化剤を単純に添加する処理とは異なります。GOx は基質が存在する場
所で反応を進めるため、飲水、消化管内容物、飼料由来成分、酸素供給、温度、pH、有機物負荷に
よって発現する効果が変わります。したがって、GOx 製品は「一定量の化学物質を投入する処理剤」
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ではなく、「環境内で反応する酵素素材」として設計思想を理解する必要があります[5]。

食品や生体材料分野では、GOx が過酸化水素生成を通じて抗菌機能に関与する例が広く検討されて
います。蜂蜜の抗菌性に関する研究でも、グルコースオキシダーゼ由来の過酸化水素生成は重要な
要素として扱われており、GOx の反応が水分、糖、酸素と結び付いて微生物抑制に関わることが示
されています[2]。

飲水投与で想定される3つの作用軸

1. 局所酸性化による腸内環境サポート

GOx がグルコースを酸化すると、最終的にグルコン酸系の酸性成分が生じます。この酸性化は、腸
内の微生物群集に影響を与える要因になります。多くの腸内細菌はpHに敏感であり、特に病原性細
菌や腐敗性細菌の一部は、わずかなpH変化でも増殖挙動が変わることがあります。GOx の場合、酸
を外部から大量に加えるのではなく、基質依存的に局所で酸性化を進める点が特徴です。

畜産・家禽では、離乳、飼料切替、暑熱、輸送、密飼い、飼料原料の品質変動などによって腸内環
境が揺らぎます。GOx による酸性化は、こうしたストレス期における腸内pHの急激な上昇や、好ま
しくない微生物増殖を抑える補助的な手段として説明できます。ただし、これは腸内細菌叢を特定
の構成へ強制的に変えるものではなく、微生物が生育する環境条件を緩やかに調整するアプローチ
です[1]。

2. 酸素消費による嫌気的安定性の支援

GOx 反応では酸素が電子受容体として使われます。このため、反応場では溶存酸素が消費され、酸
素濃度が低下します。腸管内では、酸素濃度の低さが嫌気性または通性嫌気性の有益菌にとって重
要な条件となる場合があります。逆に、酸素が多い局所環境では、酸化ストレスや好気性微生物の
増殖が進むことがあります。

この酸素消費は、特に家禽や豚のように消化管通過速度が速く、飼養条件の影響を受けやすい動物
で意味を持ちます。GOx が酸素を利用することで、腸管内の酸化還元状態が変化し、微生物群集が
過度に好気的な方向へ傾くことを抑える可能性があります。これは抗菌剤のように微生物を直接殺
す発想ではなく、微生物叢の競争条件を変える環境制御の考え方です[6]。
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Figure 2. 마이코톡신은 화학 구조가 서로 다르기 때문에, 글루코스 산화효소
는 적절한 조건에서 산화에 민감한 오염물질의 변환만 보조할 수 있습니다.

3. 過酸化水素生成による微生物負荷の抑制

GOx の反応で生成される過酸化水素は、微生物制御に関与する中心的な分子です。過酸化水素は細
菌細胞の膜脂質、酵素タンパク質、DNA周辺の酸化損傷に関与し、微生物の増殖を抑える方向に働
きます。GOx の抗菌性は、この過酸化水素生成と、同時に起こる酸性化・酸素消費が組み合わさっ
て説明されます[2]。

ただし、過酸化水素は環境中で安定に蓄積し続けるとは限りません。飲水中の有機物、金属イオ
ン、飼料成分、微生物由来のカタラーゼやペルオキシダーゼ様活性により、速やかに分解・消費さ
れることがあります。このため、GOx を「過酸化水素を貯める添加物」と理解するよりも、「反応
場で過酸化水素を発生させ、短距離・短時間の酸化環境をつくる酵素」と理解する方が正確です
[5]。

マイコトキシン低減との関係：GOxができること、できないこと

マイコトキシンは、カビが産生する低分子の二次代謝産物で、アフラトキシン、フモニシン、オク
ラトキシンA、ゼアラレノン、デオキシニバレノールなど多様な構造を持ちます。これらは分子骨
格、官能基、安定性、毒性発現部位が異なるため、単一の酵素反応ですべてを同一に処理すること
は困難です。酵素的解毒研究では、毒素ごとに特異的または選択的な反応経路が検討されています
[3]。

GOx がマイコトキシンリスク低減に関与し得る第一の理由は、過酸化水素を発生させる点にありま
す。過酸化水素は単独でも酸化性を持ち、さらに鉄などの触媒系と組み合わさると、より反応性の
高い酸化種を介した分解反応に関与します。GOx を用いたバイオフェントン型プロセスでは、GOx
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が過酸化水素供給源として働き、水系中の微量有機汚染物質除去に応用されています[5]。

第二の理由は、GOx が固定化材料や金属酸化物と組み合わされた環境浄化研究で、酸化分解系の構
成要素として使われていることです。たとえば、磁性ナノ粒子に固定化したGOxを用いたトリクロ
ロエテン除去研究では、GOx の反応性が水系汚染物質処理に応用されています。これは飲水投与製
品そのものの実証ではありませんが、GOx が水系の酸化反応設計に使われることを示す関連根拠で
す[7]。

一方で、マイコトキシン解毒に関する近年のレビューは、毒素別の酵素選択性を強調しています。
フモニシンでは、カルボキシルエステラーゼやトランスアミナーゼが関与する段階的変換が研究さ
れており、単純な酸化酵素反応とは異なる処理経路が必要になります[8]。オクラトキシンAでは、
アミド結合を切断する金属依存性アミドヒドロラーゼとして、Aspergillus niger由来オクラトキシ
ナーゼのような高特異性酵素が報告されています[9]。

ゼアラレノンでは、ラクトン環の開裂、酸化還元変換、微生物による吸着・分解などが検討されて
おり、毒性低減には構造変換の位置が重要になります[10]。デオキシニバレノールでは、エポキシ基
や水酸基、抱合反応に関わる酵素戦略が研究されており、GOx の過酸化水素生成だけで一般化する
ことはできません[11]。

Figure 3. 수계에서는 포도당, 산소, 접촉 표면, 유기 잔류물, 효소 반응 시간
이 과산화물이 어디에서 생성되고 무엇과 반응할 수 있는지를 결정합니다.

したがって、GOx を飲水用マイコトキシンリスク低減剤として説明する場合は、「すべてのカビ毒を
直接分解する」と表現するのではなく、「酸化還元環境、腸内環境、微生物負荷を調整し、特定条件
下でマイコトキシンストレスの軽減を支援する」と整理するのが適切です。これは、酵素的マイコ
トキシン解毒の総説が示す、毒素特異的・機構特異的な理解とも整合します[1]。
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GOxと他のマイコトキシン解毒酵素の違い

GOx は、マイコトキシン分子そのものを基質として高選択的に切断する酵素ではなく、グルコース
を基質として酸化環境を形成する酵素です。この点で、オクラトキシナーゼ、フモニシンエステラ
ーゼ、トランスアミナーゼ、ゼアラレノン分解酵素などとは役割が異なります。GOx の価値は、特
定毒素に対する一点突破ではなく、飲水・腸内環境の条件を変えることで、複数のリスク要因に間
接的に働きかける点にあります[12]。

酵素・反応系 主な標的ま
たは基質

作用の考え方 飲水用GOxとの違い

グルコースオキシダーゼ
（GOx）

グルコー
ス、酸素

グルコン酸系生成物と過酸化水素を
生じ、pH・酸素・酸化還元環境を
変える

毒素特異的切断ではな
く、環境調整型の酵素
反応

オクラトキシナーゼ オクラトキ
シンA

アミド結合の加水分解による高選択
的解毒

特定毒素に対する直接
的な構造変換酵素[9]

フモニシン関連エステラー
ゼ／トランスアミナーゼ

フモニシン
類

エステル結合処理やアミノ基変換を
含む段階的解毒

GOx の酸化環境形成と
は反応様式が異なる[8]

ゼアラレノン分解系
ゼアラレノ
ン

ラクトン環開裂、酸化還元変換、微
生物分解など

毒素骨格の特定部位を
変換する必要がある[10]

DON解毒酵素戦略 デオキシニ
バレノール

エポキシ基変換、抱合、酸化還元な
ど

GOx単独での一般化は
避けるべき領域[11]

この比較から分かるように、GOx は「マイコトキシン分解酵素」というより、「マイコトキシンス
トレスを受ける動物の飲水・腸内環境を酵素的に整える素材」として理解すると、過大評価を避け
ながら実務的な価値を説明できます。特定毒素の直接分解を狙う専用酵素と、GOx のような環境調
整型酵素は、目的も評価軸も異なります[3]。

飲水ラインと水系微生物管理での意義

飲水ラインは、家畜・家禽が毎日接触する重要な管理点です。水質、配管内バイオフィルム、有機
物残渣、温度、滞留時間は、微生物増殖に影響します。GOx は水系で機能する酵素であり、過酸化
水素生成と酸性化を通じて、飲水環境の微生物負荷を抑える方向に働く可能性があります。

水処理分野では、GOx が酸化プロセスの一部として利用されています。バイオフェントン酸化にお
いて、GOx はグルコースを酸化して過酸化水素を供給し、その過酸化水素が触媒反応と結び付いて
有機汚染物質の除去に関わります。この研究領域は畜産飲水そのものではありませんが、GOx が水
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中で反応し、酸化的な汚染物質処理に使われることを示しています[5]。

また、GOx の固定化研究は、酵素を水系環境で再利用可能または安定的に働かせるための技術とし
て発展してきました。酵素固定化に関する研究動向では、担体、安定化、反応効率、再利用性が重
要なテーマとして扱われています。飲水用粉末製品とは形態が異なりますが、GOx が水系応用で注
目されてきた背景を理解する助けになります[13]。

Figure 4. 글루코스 산화효소는 주요 역할이 과산화물 생성에 의한 산화적 보
조라는 점에서 결합제, 독소 특이적 효소, 화학적 산화제, 미생물 생물전환과
다릅니다.

飲水用製品では、固定化酵素装置のような閉じた反応器ではなく、農場の水槽、給水ライン、動物
の摂水行動、消化管通過が関与します。そのため、研究室の水処理モデルと同じ結果をそのまま当
てはめることはできません。実務上は、GOx の反応原理を踏まえつつ、飲水衛生、飼料中カビ毒管
理、飼養密度、換気、暑熱対策などと組み合わせて利用する必要があります[14]。

対象動物別の考え方

豚：離乳期・飼料切替期の腸内バランス支援

豚では、離乳期や飼料切替期に消化管環境が大きく変化します。未消化栄養素の流入、pH変動、腸
内細菌叢の再編成が起こり、下痢や発育停滞のリスクが高まる場面があります。GOx は酸性化、酸
素消費、過酸化水素生成を通じて、こうした時期の腸内環境を補助的に整える素材として説明でき
ます。
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豚の生産現場では、カビ毒リスクも飼料原料の保管状態と密接に関係します。トウモロコシ、大豆
粕、麦類、副産物原料などは、保管時の水分、温度、通気、カビ発生状況により品質が変わりま
す。GOx は汚染飼料そのものを無害化する代替手段ではありませんが、飲水経由で腸管内の酸化還
元環境と微生物負荷を調整することで、カビ毒ストレスを受ける群の管理を支援する位置づけにな
ります[1]。

ブロイラー・採卵鶏・アヒル：飲水ラインと腸内安定性

家禽では、飲水ライン管理が生産成績に直結します。ブロイラーや採卵鶏では摂水量が飼料摂取量
と密接に関連し、暑熱期には水の摂取量が増える一方で、ライン内の微生物増殖リスクも高まりま
す。GOx は飲水に溶解して用いる酵素として、ライン内および摂取後の腸管内で、酸性化と酸化性
環境形成を通じた微生物管理を支援します。

家禽の腸内では、通過速度が速く、飼料組成や環境ストレスの影響が短時間で現れやすい傾向があ
ります。GOx による酸素消費は、腸内の局所的な酸化還元条件を変える可能性があり、微生物叢の
急激な乱れを抑える補助的な要素になります。抗菌剤のように特定菌を標的にするのではなく、環
境条件を調整する点がGOxの特徴です[2]。

牛・乳牛、羊、山羊：飼料品質と水管理の補助

反芻動物では、ルーメン発酵、粗飼料品質、サイレージ発酵、穀物原料の保管状態が群全体の健康
と生産性に影響します。カビ毒リスクはサイレージ、トウモロコシ、乾草、濃厚飼料など複数の経
路から生じるため、飲水用GOxだけで解決する問題ではありません。GOx は、飼料品質管理の代替
ではなく、飲水を通じて消化管環境と微生物負荷を支援的に整える素材です[3]。
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Figure 5. 가금류 급수 라인, 돼지 니플 급수기, 급수통, 탱크, 가축용 급수 분
배 루프와 같은 동물 음수 시스템에는 유기 잔류물이 축적될 수 있어 수질 위
생 관리 보조가 중요해집니다.

乳牛では、採食量、飲水量、暑熱ストレス、泌乳ステージが密接に関係します。飲水の衛生と嗜好
性は群管理の基本であり、飲水ラインの微生物負荷を抑えることは重要です。GOx は過酸化水素生
成を介して微生物制御に寄与し得るため、飲水環境の補助的な酵素対策として位置づけられます。

抗菌剤ではなく「環境を変える酵素」としての価値

GOx の実務的な価値は、抗菌剤の代替物として単純に微生物を殺すことではありません。抗菌剤は
標的微生物の代謝や細胞構造を直接阻害しますが、GOx はグルコース、酸素、pH、過酸化水素とい
う環境条件を変えることで、微生物が増殖する場そのものに影響します。この違いは、抗菌剤依存
を抑えたい畜産システムにおいて重要です。

GOx の反応で生じる過酸化水素は、微生物抑制に関与しますが、同時に生体側の酸化ストレス管理
とのバランスも考慮すべき分子です。植物にGOx遺伝子を発現させた研究では、過酸化水素シグナ
ルが抗酸化防御系の活性化と関連することが示されており、GOx 由来の酸化環境は単純な殺菌成分
ではなく、生物側の防御応答とも関係し得ます[6]。

畜産・家禽の飲水用途では、GOx の酸化反応は局所的かつ条件依存的に働きます。水質、pH、温
度、金属イオン、有機物、消化管内容物、動物種、摂水量によって反応環境は変化します。そのた
め、製品の役割は「病気を治療する」「カビ毒を完全除去する」ことではなく、衛生管理と栄養管理
の中で、酵素反応を利用してリスクを下げる補助的アプローチと表現するのが適切です[1]。
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既存研究から見たエビデンスの強さ

GOx の基本反応については、証拠は強固です。グルコース酸化、酸素消費、グルコン酸生成、過酸
化水素生成は、食品、バイオセンサー、発酵、医療材料、水処理など多くの分野で利用されてきま
した。飲水用途での説明も、この確立された反応機構に基づいています[4]。

抗菌・微生物制御については、GOx 由来の過酸化水素生成と酸性化が関与するため、科学的な妥当
性があります。蜂蜜の抗菌性や食品加工での役割に関する知見は、GOx が糖と水分、酸素の存在下
で抗菌環境を形成し得ることを理解するうえで参考になります。ただし、農場の飲水ラインや腸管
内では条件が複雑であるため、効果の大きさは現場条件に依存します[2]。

マイコトキシン低減については、証拠の読み方に注意が必要です。生物酵素的なマイコトキシン解
毒の研究は進んでいますが、その多くは毒素特異的な酵素や微生物経路に基づきます。GOx は直接
的な毒素切断酵素というより、酸化的環境を作ることで一部のリスク低減に関与する可能性のある
素材です[12]。

Figure 6. 글루코스 산화효소가 생성한 과산화물은 미생물에 산화 스트레스
를 가할 수 있지만, 바이오필름과 유기물 부하는 그 효과가 침투하는 범위를

제한할 수 있습니다.

評価項目
根拠の強

さ 実務上の解釈

GOxがグルコースを酸化して過酸化水素を
生成すること 強い

酵素反応として確立されており、飲水用途の機序
説明の中心になる
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評価項目
根拠の強

さ 実務上の解釈

GOxが酸性化と酸素消費を通じて環境を
変えること 強い

腸内環境・飲水環境の調整という製品コンセプト
と整合する

GOxが微生物負荷の抑制に関与すること 中〜強
過酸化水素生成と酸性化により説明可能だが、現
場条件で変動する

GOxがマイコトキシンリスク低減を支援
すること 中 酸化環境形成を通じた補助的な位置づけが妥当

GOx単独で全マイコトキシンを解毒する
こと 限定的

毒素ごとに必要な酵素機構が異なるため、一般化
は避けるべき

この表が示すように、GOx 製品の最も確かな説明軸は「グルコース酸化による環境制御」です。マ
イコトキシン解毒については、過酸化水素や酸化還元環境の関与を説明しつつも、毒素特異性を無
視した過剰な表現は避けるべきです[3]。

使用時の実務的な位置づけ

本製品は、飲水へ溶解して使用することを想定した酵素製品です。酵素は生体触媒であり、希釈後
の環境、温度、pH、時間、他成分との接触によって安定性や反応性が変化します。そのため、飲水
ライン内で長時間放置するような使い方ではなく、飲水管理の一部として扱うことが基本になりま
す。

また、GOx は基質としてグルコースを利用するため、反応場に糖、酸素、水分が存在するかどうか
が重要です。ただし、飲水中へ糖を追加する運用は、微生物増殖やライン汚染を助長する可能性が
あるため、製品の案内に従い、飲水衛生を損なわない管理が必要です。GOx の反応を強める目的で
不適切に糖源を加えることは、酵素反応の利点を相殺する恐れがあります。

カビ毒管理の観点では、GOx は汚染飼料の使用を正当化する素材ではありません。原料受入、乾
燥、保管、換気、防湿、先入れ先出し、カビ発生飼料の排除といった基本管理が先にあり、そのう
えで飲水を通じた腸内環境サポートとしてGOxを組み込むのが現実的です。マイコトキシン解毒研
究でも、酵素は単独で全リスクを消すものではなく、毒素種と処理条件に応じた戦略の一部として
位置づけられています[1]。

Enzymes.bio の本製品は、1kg単位でオンライン購入できるB2B向けの酵素製品として提供されてい
ます。Enzymes.bio は供給業者であり、製造業者や試験研究機関としての立場を示すものではあり
ません。製品に付随するCoAおよびSDSは注文時に提供され、購入者はそれらを用いて社内の保
管、安全管理、使用記録に反映できます。
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どのような生産システムに向くか

GOx 飲水用製品は、特に腸内環境の安定性、水系微生物負荷、飼料由来ストレスを同時に意識する
生産システムに適しています。たとえば、離乳期の豚、暑熱期のブロイラー、飲水ラインのバイオ
フィルム管理が課題となる家禽舎、サイレージや穀物原料の品質変動がある反芻動物群では、飲水
経由で使いやすい酵素素材として検討しやすい位置づけです。

抗菌剤依存を減らしたいプログラムでも、GOx は候補になり得ます。GOx は抗菌剤のように薬理作
用で微生物を標的化するのではなく、酸性化、酸素消費、過酸化水素生成という自然な酸化還元反
応を利用します。これは、残留や耐性選択圧を強く意識する生産現場において、環境制御型の選択
肢として説明しやすい特徴です[2]。

Figure 7. 수중에서 글루코스 산화효소의 성능은 기질 가용성, 산소, 접촉 시
간, 온도, pH, 미네랄, 유기물 부하, 전반적인 수질 화학에 따라 달라집니다.

ただし、GOx はワクチン、治療薬、吸着剤、防カビ処理、飼料検査の代替ではありません。疾病発
生時の診断や治療、重度のカビ毒汚染、飲水ラインの強い汚染、飼料保管不良には、それぞれ別の
管理措置が必要です。GOx はそのような基本管理を置き換えるものではなく、日常的な腸内環境と
飲水環境のサポートを目的とした酵素素材です[3]。

まとめ：GOx飲水用製品を正しく評価するために

Glucose Oxidase Mycotoxin Detoxifier For Drinking Water は、グルコースオキシダーゼの明確
な酸化反応を利用し、畜産・家禽の飲水管理、腸内環境、微生物バランス、マイコトキシンリスク
低減を補助するB2B向け酵素製品です。Enzymes.bio では1kg単位のオンライン直接販売製品として
扱われ、注文時にCoAおよびSDSが提供されます。
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GOx の最も確かな機序は、グルコースと酸素からグルコン酸系生成物と過酸化水素を生じることで
す。この反応により、局所的な酸性化、酸素消費、短時間の酸化環境が形成され、飲水ラインや消
化管内の微生物環境に影響を与える可能性があります。食品・水処理・生体材料分野の研究も、
GOx が水系で酸化反応を担える酵素であることを支持しています[5]。

マイコトキシンに関しては、GOx を万能な直接分解酵素として扱うべきではありません。フモニシ
ン、オクラトキシンA、ゼアラレノン、デオキシニバレノールなどでは、それぞれ異なる酵素機構が
研究されています。したがって、本製品は「全カビ毒を完全解毒する製品」ではなく、「酸化還元環
境と腸内微生物環境を整え、特定条件下でカビ毒ストレス管理を支援する飲水用酵素」と表現する
のが適切です[8]。

実務上の価値は、飼料保管、飲水衛生、換気、温湿度管理、動物種ごとの栄養管理と組み合わせた
ときに最も明確になります。GOx は、畜産・家禽生産におけるリスク管理を単独で完結させるもの
ではありませんが、酵素反応に基づく環境制御という点で、抗菌剤や吸着剤とは異なる役割を持つ
飲水用ソリューションです[1]。

Glucose Oxidase Mycotoxin Detoxifier For Drinking Waterをオンライン注
文
1 kg単位で販売、在庫あり・即出荷可能です。オンラインストアで直接ご注文・決済いただけれ
ば、当社でご注文を処理します。すべてのご注文に試験成績書（CoA）と安全データシート
（SDS）が付属します。

Glucose Oxidase Mycotoxin Detoxifier For Drinking Waterを購入 →
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Enzymes.bioへお問い合わせ
ご注文に関するご質問は、当社チームが喜んでサポートします。

メール wholesale@enzymes.bio 電話（米国） +1 (507) 428-6057 お問い合わせ →
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